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仲間とともに 

副校長 青柳 英樹 

 

令和 8年熊本地震及び令和 8年 8月千葉豪雨により亡くなられた方々に深く哀悼の意を表し

ますとともに、ご遺族の皆様と被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 

今夏の旅行では、目的地に着いた時には台風の影響により停電と断水が起きていました。電

気がないという状況は、テレビが使えない、エアコンが使えない、スマートフォン等が充電で

きない、炊飯器や洗濯機等の家電が使えません。それだけではなく、その地域では電気でポン

プを動かして近隣の地域から水を送っているため、断水になっていました。蛇口をひねっても

水は出ません。水がないということは、水を飲むこと、顔を洗うこと、歯を磨くこと、調理を

すること、トイレを使うこと、お風呂に入ることなどの日常生活ができないという状況です。

焦りのような恐怖心を抱きました。幸い夕方には電気が、その後水道も復旧しましたが、復旧

していなかったら知る人のいない場所で途方に暮れて何もできなかったと思います。 

大きな災害が起きた時には、自助・共助・公助の連携が重要であると聞きます。その中でも

共助がとても大切ではないかと感じます。平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、被災者

の数は３０万人以上に上りましたが、当日に対応できた自衛隊員は約８千人しかいなかったそ

うです。公助にも限界があるようで、その際に重要になるのが共助ではないかと思います。い

ざという時の共助のためには、地域の中で日頃から顔の見える関係を築いておくことが大切な

のだと感じました。旅行先の現地の方々も、「数日間の停電も断水も、集落のみんなで何とかし

た。」と話されていました。 

夏休みが明けて子どもたちが学校に戻ってきました。子どもたちにはクラスや学年の仲間と

協働して様々な課題を解決したり、行事等に取り組んだりする場面があります。自力ではでき

ないことも仲間と一緒ならできることがたくさんあります。日常の学校生活を通してよりよい

人間関係を築くことを望みます。 

 

５月号で宣言したトンボロチャレンジの結果です。 

５月１６日（土）に、無事トンボロを歩いて江の島に上陸しました。

数十分のことでしたが、とてもすがすがしい気持ちでいっぱいになりま

した。江の島弁天橋・江の島大橋が TVに映るのを見るたびに、あの時

の思いがよみがえってきます。 


